














Specifically Nankai and Kintetsu
廣　田　　　誠 　
The relationship between Osaka’s major private railways and
professional baseball began before professional baseball started in Japan,
and four companies-Hanshin, Hankyu, Nankai, and Kintetsu- have owned
a professional baseball team. Currently, however, only the Hanshin Tigers
are a professional baseball team and Koshien are a stadium managed by
a major private railway company in Osaka. In this paper, I would like
to consider the characteristics and significance of the management of
the baseball team and the stadium, regarding two of the major private
railway companies in Osaka, Nankai and Kintetsu. Both companies
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1) 京阪電気鉄道株式会社 2011、128～129 頁、696～697 頁。
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な人気を博していたことから球場建設に踏み切ったもので、1927 年 11 月着工、1928 年 5 月
25 日に竣工した。敷地面積約 1 万 3000 坪、収容人員約 3 万人の規模を誇り、関西六大野球
のリーグ戦などに使用された（以上藤井寺球場に関する記述は、近畿日本鉄道株式会社 2010、
111 頁による）。





































（木曜放談　プロ野球）」『東京新聞』1955 年 4 月 14 日）
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6) なお日本職業野球連盟にはその後 1937 年、後楽園野球倶楽部（後楽園イーグルス）が加わった。







































一割配当は依然安定」『中外商業新報』 1937 年 8 月 9 日）
13) 以下鶴岡の入団に関する記述は 『さらば！ 南海ホークスー　──激動の半世紀、浪花にロマン
ありがとう──』62 頁による。
14) 鶴岡は入団と同時に主将に就任、また 10 本塁打を記録して本塁打王に輝き、南海軍に初のタイ
トルをもたらした。打率も 2 割 8 分 5 厘で第 6 位であった。
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終戦後の 1945年 11月 6日、日本野球連盟は復活宣言を行ない、11月 23









17) 鶴岡の場合は学部卒業とともにプロ入りしたことが母校 OB 会の怒りをかったが、清水の場合
は、学部に進学してさらに野球部で活躍することが期待されていたため、事態はより深刻であっ
た。
18) 出場停止が解禁になったのちも、清水は打線の援護に恵まれず、このシーズン 11 勝 23 敗と大
幅な負け越しの成績に終った。
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31) 大阪球場開場から七年後の 1957 年 10 月、創業 70 周年記念事業の一環として難波駅南側の社
有地に年に南海会館（地上 8 階、地下 2 階、延面積 3 万 8328m2）が完成した。同開館には西
日本独占の洋画ロードショー劇場であるなんば大劇場を含む三つの映画劇場が設けられた（青木
栄一 1995、109 頁）。1950 年代の南海電鉄は、難波ターミナルの周辺において、戦後期の代表
的娯楽であったプロ野球と映画の「殿堂」を整備したのである。
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る。・・・。」）「球場難に割り込み（木曜放談　プロ野球）」『東京新聞』昭和 30 年 1 月 13 日）




















2000人、外野席 1万人、計 3万 2000人収容の「プロの使用に耐えられる球























日生球場で初のプロ野球の試合は、球場完成の翌日にあたる 1950年 7月 1
日の南海対毎日戦で、のちに日生球場を日常的に使用することとなった近鉄
球団の第 1戦は翌 1950年 7月 2日の対南海戦であった。だがその後近鉄球団
は、1951年ナイター設備を完成させた大阪球場で試合を行なうことが多くな








































39) 『追憶のロスト・ボールパーク　失われた球場物語』34 頁、36 頁
40) 1966 年～96 年の日本プロ野球の年間試合数は各チーム 130 試合で、うち半分にあたる 65 試
合が本拠地球場で開催されたが、藤井寺球場におけるバファローズの本拠地試合開催数は 1972

































43) 近畿日本鉄道株式会社 2010、409 頁。
44) 近畿日本鉄道株式会社 2010、500 頁


































































中したことも影響していたものと考えられる。また 1963 年に 9 回あった実況放送で過半数の





表 1 　 1963 年　南海─西鉄（大阪球場）














24 ─         
24 15,428 KTV





表 2 　 1988 年　南海─西武（大阪球場）
月 日 入場者数 TV放映






























































































「藤井寺球場　追憶のスタジアム」『ベースボール・マガジン』第 41 巻第 11 号、
ベースボール・マガジン社、2017 年）。
52) 1989 年のブレーブス売却でいったん球団経営から撤退した阪急は、2006 年阪神と経営統合し
たことで、再びプロ野球の球団経営に関与することとなった。
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